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相生市議会だより

　　

六
月
定
例
会
は
六
月
十
五

日
か
ら
六
月
二
十
四
日
ま
で

の
十
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
で
は
、
条
例

改
正
三
件
、
補
正
予
算
一

件
、
選
挙
一
件
、
請
願
一
件
、

意
見
書
一
件
を
審
議
し
、
す

べ
て
の
案
件
は
、
可
決
等
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の

は
五
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
は
、
七
人
の
議

員
が
行
い
、
市
当
局
の
現
状

方
針
等
考
え
方
を
た
だ
し
ま

し
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て

は
、
二
～
四
ペ
ー
ジ
に
ま
と

め
ま
し
た
。

六
月
議
会
か
ら

羅漢で大縄　（那波中学校）
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相生市議会だより

　

六
十
四
歳
以
下
の
接
種
に

つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供

給
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
は
、
七

月
中
旬
に
予
約
を
受
け
付

け
、
七
月
下
旬
頃
か
ら
接
種

を
開
始
し
、
基
礎
疾
患
の
な

い
方
も
五
十
か
ら
六
十
四

歳
、
三
十
五
か
ら
四
十
九
歳
、

十
二
か
ら
三
十
四
歳
の
区
分

ご
と
に
予
約
を
受
け
付
け
、

順
次
接
種
を
進
め
て
い
く
方

向
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
早
く
接
種
が
完

了
す
る
よ
う
に
、
市
医
師
会

や
関
係
医
療
機
関
と
連
携
を

密
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
美
化
セ
ン
タ
ー

(

民
設
民
営
）
に
つ
い

て
、
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に

責
任
を
負
う
市
行
政
と
し

て
、
そ
の
責
任
と
役
割
を
ど

う
果
た
し
て
い
く
の
か
、
お

伺
い
し
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
向
け
て

は
、
地
元
調
整
や
生
活

環
境
影
響
調
査
項
目
の
設

定
、
環
境
へ
の
負
荷
物
質
の

排
出
基
準
等
を
設
定
し
て
い

き
ま
す
。

　

施
設
整
備
後
は
、
廃
棄
物

焼
却
施
設
を
監
視
し
、
一
般

廃
棄
物
の
処
理
責
任
者
と
し

て
、
ま
た
、
市
外
か
ら
搬
入

さ
れ
る
廃
棄
物
等
の
監
視
者

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、

二
名
、
私
立
高
校
通
信
制
に

八
名
、
専
門
学
校
等
に
三
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ー
ロ
ン
海
館
を
拠

点
に
、
観
光
客
を
誘
致

す
る
通
年
行
事
は
あ
り
ま
す

か
。　

ペ
ー
ロ
ン
体
験
乗
船

で
の
利
用
に
お
い
て

は
、
昼
食
の
需
要
も
あ
り
、

羅
漢
の
里
等
の
観
光
地
や
飲

食
施
設
と
セ
ッ
ト
で
Ｐ
Ｒ
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

水
産
物
市
場
や
ペ
ー

ロ
ン
海
館
前
の
海
上

に
、
屋
形
船
の
よ
う
な
飲
食

施
設
を
造
り
、
カ
キ
料
理
な

ど
を
メ
ニ
ュ
ー
に
し
て
観
光

客
の
誘
致
を
図
る
こ
と
は
考

え
ら
れ
ま
す
か
。

　

屋
形
船
の
よ
う
な
事

業
は
、
民
間
か
ら
も
要

望
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
実

際
に
事
業
化
す
る
か
は
ま
だ

未
定
で
す
が
、
民
間
と
も
協

力
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

部
局
等
の
専
門
機
関
と
連
携

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

集
団
へ
の
適
応
に
課
題
の

あ
る
児
童
生
徒
に
は
個
別
指

導
を
行
う
通
級
指
導
を
行
っ

て
お
り
、
小
学
校
二
名
、
中

学
校
一
名
の
専
属
教
職
員
を

配
置
し
、
各
校
に
出
向
き
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
校
に
来
る
こ
と
に
不
安
を

抱
え
て
不
登
校
と
な
っ
た
児

童
生
徒
に
は
適
応
教
室
の
紹

介
を
行
っ
て
お
り
、
個
々
に

応
じ
た
日
数
・
時
間
・
学
習

課
題
・
体
験
活
動
等
を
設
定

し
、
学
校
復
帰
へ
の
道
を

探
っ
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
生
徒
が
中
学

校
を
卒
業
す
る
に
あ
た

り
、
ど
う
い
う
進
路
を
選
ん

だ
の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

主
に
県
立･

私
立
の

通
信
制
高
等
学
校
や
定

時
制
高
等
学
校
に
進
学
し
て

い
ま
す
。
進
路
指
導
と
し
て

は
「
入
れ
る
高
校
よ
り
も
本

人
が
自
立
す
る
力
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
、
卒
業
で
き
る

高
校
へ
」
と
い
う
視
点
で
本

人
・
保
護
者
と
十
分
な
話
し

合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
で
は
不
登
校

の
三
年
生
十
八
名
の
進
路
実

績
は
、
県
立
高
校
普
通
科
に

三
名
、
県
立
高
校
定
時
制
に

二
名
、
県
立
高
校
通
信
制
に

　

不
登
校
児
童
生
徒
の

人
数
を
お
示
し
く
だ
さ

い
。　

令
和
二
年
度
の
不
登

校
児
童
生
徒
数
は
小
学

生
七
名
、
中
学
生
三
十
八
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
対
応
に
つ
い
て
お
示

し
く
だ
さ
い
。

　

未
然
防
止
と
し
て
担

任
、
生
徒
指
導
担
当
者
、

不
登
校
担
当
者
等
が
情
報
を

共
有
し
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

初
期
相
談
は
担
任
等
が
対

応
し
ま
す
が
、
心
の
専
門
家

の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
四
名
、
福
祉
の
専
門
家
で

あ
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
二
名
配
置
し
、

連
携
す
る
こ
と
で
適
切
な
指

導
を
行
い
、
専
門
的
に
対
応

で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
家
庭
に
課
題

の
あ
る
場
合
は
、
市
の
福
祉

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
、
医
療
従
事
者
、

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の

接
種
状
況
と
今
後
の
取
組
み

及
び
六
十
四
歳
以
下
の
接
種

の
取
組
み
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

　

医
療
従
事
者
の
対
象

者
は
約
千
五
百
人
で
、

四
人
が
二
回
目
の
接
種
を
残

し
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
終
え

て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

六
十
五
歳
以
上
の
方
の
接

種
状
況
は
、
約
八
割
の
方
の

予
約
を
受
け
付
け
、
六
月

十
二
日
現
在
、
一
回
目
の
接

種
を
終
え
た
方
が
二
十
・
九

％
、
二
回
目
の
接
種
を
終
え

た
方
が
五
・
二
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
希
望
さ

れ
る
方
の
接
種
漏
れ
が
な
い

よ
う
に
周
知
に
努
め
、
介
護

事
業
所
等
に
も
声
か
け
等
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
六
月
議
会
）

一 

般  

質 

問 
答 問

①観光スポットを
　活用した観光客
　の誘致について
②「おくやみコー
　ナー」設置につ
　いて

森
もりした

下　髙
たかはる

明

答

答

答 市
民
に
安
心
し
て
い
た
だ
け

る
安
全
で
安
定
し
た
施
設
運

営
の
一
端
を
担
っ
て
い
き
ま

す
。

　学校教育につい
　て

田
た な か

中　政
まさゆき

幸

問 問

問

問

答

①新型コロナウイ
　ルス感染症対策
　について
②新美化センター
　の設置について

岩
いわさき

崎　修
おさむ

　 

問答問答
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市
史
作
成
時
の
当
初

の
目
的
を
お
示
し
く
だ

さ
い
。

　

相
生
市
史
は
、
市
政

三
十
五
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
昭
和

五
十
三
年
に
着
手
し
て
平
成

七
年
の
最
終
巻
完
成
に
至
り

ま
し
た
。
熱あ

つ

た田

公
い
さ
お

神
戸
大

学
名
誉
教
授
に
監
修
を
し
て

い
た
だ
き
、
歴
史
地
理
的
観

点
や
民
俗
学
的
立
場
か
ら
、

住
民
の
生
活
史
と
し
て
の
特

徴
を
持
っ
た
市
史
で
す
。

　

市
史
編
纂
の
目
的
は
、
相

生
市
域
に
生
活
し
た
人
々
の

歩
み
を
市
民
の
立
場
に
立
ち

確
実
な
資
料
に
基
づ
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
基
本
姿

勢
と
し
、
先
人
た
ち
の
足
跡

を
学
び
、
郷
土
に
対
し
て
の

認
識
を
深
め
、
郷
土
を
愛
し

豊
か
な
相
生
市
を
築
く
こ
と

が
目
的
で
、
相
生
市
域
の
歴

　

小
型
艇
に
よ
る
体
験

乗
船
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
か
。

　

ペ
ー
ロ
ン
協
会
が

五
、
六
人
乗
り
の
小
型

ペ
ー
ロ
ン
船
を
持
っ
て
お

り
、
調
整
を
し
な
が
ら
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

令
和
二
年
五
月
に
内

閣
官
房
情
報
通
信
技
術

総
合
戦
略
室
が
、
お
く
や
み

コ
ー
ナ
ー
設
置
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
、
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー

設
置
自
治
体
支
援
ナ
ビ
を
作

成
し
ま
し
た
が
、
設
置
を
検

討
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

設
置
は
検
討
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、
本
市
の

状
況
は
、
市
民
課
市
民
係
の

窓
口
で
死
亡
届
を
提
出
い
た

だ
く
際
に
、
そ
の
後
の
市
役

所
各
課
で
の
手
続
き
に
つ
い

て
の
内
容
と
担
当
部
署
を
ま

と
め
た
案
内
書
類
を
ご
遺
族

の
方
に
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど

を
作
成
し
て
ご
遺
族
の

方
が
葬
儀
後
の
手
続
き
を
分

か
り
や
す
く
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
終
え
ら
れ
る
よ
う
に
お

考
え
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

　

市
だ
け
の
手
続
き
で

は
な
く
、
他
の
機
関
へ

の
手
続
き
も
必
要
と
な
る
場

史
を
研
究
し
よ
う
と
す
る
全

国
の
人
々
に
役
立
つ
こ
と
も

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
し
て

ネ
ッ
ト
公
開
等
を
考
え

た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

書
籍
を
デ
ジ
タ
ル
化

す
る
こ
と
は
、
保
存
や

管
理
面
で
非
常
に
有
効
な
手

段
で
す
が
、
市
史
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
て
公
開
す
る
に
は
、

資
料
を
公
開
す
る
た
め
の
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
既
に
購
入
さ
れ
た
方
と

の
公
平
性
を
考
え
る
と
、
デ

ジ
タ
ル
化
し
て
公
開
す
る
こ

と
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　

他
市
の
市
史
デ
ジ
タ

ル
化
の
状
況
や
、
そ
の

運
営
や
活
用
方
法
に
つ
い
て

お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

兵
庫
県
下
で
は
、
芦

屋
市
が
発
刊
か
ら
相
当

年
数
が
経
過
し
、
紙
質
の
劣

化
が
進
ん
だ
た
め
、
市
史
の

　

日
本
学
生
支
援
機

構
の
発
表(

二
〇
一
九

年)

で
は
、
返
済
が
必
要
な

貸
与
型
奨
学
金
の
利
用
者
は

百
二
十
九
万
人
、
延
滞
者
数

は
約
三
十
二
万
七
千
人
で
延

滞
債
権
額
は
約
五
千
四
百
億

円
に
上
り
、
延
滞
が
長
引
く

背
景
に
は
本
人
の
低
所
得
や

延
滞
額
の
増
加
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
利
用
者
の

負
担
軽
減
に
向
け
、
一
定
期

間
定
住
し
、
就
職
す
る
等
、

条
件
を
満
た
せ
ば
奨
学
金
返

済
を
支
援
す
る
制
度
を
創
設

し
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま

す
。
本
制
度
に
つ
い
て
、
市

の
所
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

県
の
支
援
制
度
と
し

て
、
兵
庫
型
奨
学
金
返

済
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
自
治
体
に
よ
る
支
援
制

度
は
、
市
内
企
業
を
通
じ
て
、

そ
の
若
手
社
員
を
支
援
す
る

こ
と
で
市
内
企
業
の
人
材
確

保
に
も
な
り
、
本
市
の
進
め

る
定
住
促
進
施
策
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
、
奨
学
金
支
援
制

度
に
つ
い
て
、
十
分
な
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
よ

う
な
激
甚
災
害
の
場

合
、
行
政
自
体
が
被
害
を
受

け
る
な
ど
、
災
害
廃
棄
物
の

処
理
方
法
に
つ
い
て
時
間
を

か
け
て
検
討
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
そ
こ
で
、
時
間
・

人
員
等
が
比
較
的
活
用
し
や

す
い
平
時
に
、
災
害
発
生
後

の
廃
棄
物
処
理
方
法
を
定
め

た
も
の
が
「
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
」
で
す
。

　

本
計
画
の
策
定
状
況
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

保
存
と
市
へ
の
愛
着
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に

よ
る
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
近
隣
で
は
、
そ
の
よ
う

な
予
定
が
な
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
を
仮
定

し
た
場
合
、
利
活
用
方

法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
ま
す
か
。

　

歴
史
講
座
や
、
高
齢

者
大
学
で
の
活
用
や
、

小
中
学
校
の
副
読
本
、「
わ

た
し
た
ち
の
相
生
」、「
身
近

な
地
域
相
生
」
へ
の
引
用
な

ど
、
学
校
現
場
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
よ
り
更
な
る
活
用
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

合
も
あ
り
ま
す
が
、
何
回
も

足
を
運
ば
な
く
て
す
む
よ
う

な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
研
究
し

て
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

問

問

答

問

相生市史（全八巻）

答

答

問答

問答

問

答 問

答

問

　相生市史につい
　て

宮
みやくさ

艸　真
ま き

木

① 就労について
② 防災について

後
うしろだ

田　正
まさのぶ

信

答
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現
在
の
相
生
市
に
お

け
る
感
染
者
数
、
死
者

数
及
び
死
亡
率
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

　

市
町
別
の
感
染
者
数

に
つ
い
て
は
、
発
生
時

か
ら
二
週
間
を
経
過
し
た
時

点
で
市
町
別
に
振
り
分
け
て

兵
庫
県
が
公
表
を
行
う
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
六
月
十
日

　

第
一
次
相
生
市
地
域

創
生
総
合
戦
略
目
標
の

重
要
業
績
評
価
指
標
に
対
す

る
検
証
結
果
と
、
次
な
る
施

策
へ
の
展
開
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

　

検
証
結
果
に
つ
い
て

は
、
出
生
数
の
維
持
や

推
計
人
口
の
上
振
れ
等
一
定

の
成
果
は
見
ら
れ
ま
す
が
、

全
指
標
の
目
標
達
成
は
難
し

い
の
が
現
状
で
す
。

　

第
二
次
相
生
市
地
域
創
生

総
合
戦
略
で
は
、
総
合
計
画

等
審
議
会
の
ご
意
見
や
国
県

の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

本
市
の
地
域
資
源
を
最
大
限

に
活
用
し
、
引
き
続
き
交
流

人
口
、
定
住
人
口
の
獲
得
及

び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

指
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
さ

ら
な
る
地
域
創
生
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

第
六
次
相
生
市
総
合

計
画
策
定
に
係
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
及
び
回

収
率
向
上
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

　

相
生
市
に
定
住
を
希

望
す
る
方
や
行
政
と
の

時
点
の
相
生
市
の
感
染
者
数

は
八
十
八
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

死
者
数
に
つ
い
て
は
、
兵

庫
県
が
県
の
全
体
数
を
一
括

し
て
公
表
し
て
お
り
、
健
康

福
祉
事
務
所
管
内
や
市
町
別

の
数
は
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
死
亡
率
に
つ
い

て
も
、
兵
庫
県
と
し
て
正
式

な
数
値
は
公
表
し
て
い
ま
せ

ん
。　

ワ
ク
チ
ン
接
種
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
以

外
の
相
談
内
容
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

　

接
種
券
の
再
発
行
方

法
や
、
市
外
か
か
り
つ

け
医
で
の
接
種
方
法
、
予
約

　

現
在
、
計
画
策
定
に

向
け
、
環
境
省
が
実
施

す
る
セ
ミ
ナ
ー
等
に
参
加
し

た
り
、
先
進
自
治
体
の
計
画

を
調
査
し
、
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
八
月

に
締
結
予
定
の
新
美
化
セ
ン

タ
ー
整
備
運
営
事
業
の
推
進

に
向
け
た
公
民
連
携
協
定
に

お
い
て
災
害
廃
棄
物
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
明
記
す
る
予

定
で
す
。

　

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
焼
却
施

設
建
設
設
置
に
向
け
た
各
種

調
査
を
終
え
、
整
備
計
画
が

整
っ
た
後
、
令
和
六
年
度
頃

を
目
途
に
策
定
予
定
と
し
て

い
ま
す
。

協
働
へ
の
参
加
を
希
望
す
る

方
は
多
く
、
満
足
感
、
期
待

感
が
う
か
が
え
ま
す
。
市
民

の
生
の
声
を
大
切
に
し
、
今

後
も
、
相
生
市
の
Ｐ
Ｒ
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
。

　

回
収
率
の
低
下
の
要
因

は
、
設
問
内
容
の
複
雑
さ
、

設
問
数
の
多
さ
等
と
分
析
し

て
お
り
、
調
査
の
意
義
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
設
問
設

定
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

相
生
市
審
議
会
等
委

員
の
選
任
方
針
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

　

委
員
の
兼
職
は
四
職

ま
で
と
し
、
女
性
及
び

公
募
委
員
数
は
三
十
％
等

が
原
則
で
す
が
、
現
状
は
、

四
十
審
議
会
、
四
百
五
十
八

人
の
う
ち
、
五
職
以
上
の
兼

職
者
十
四
名
、
公
募
委
員
は

十
四
名
（
八
％
）
と
未
達
成

の
項
目
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
各
団
体
へ
、
兼

職
の
工
夫
し
て
い
た
だ
く
よ

う
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
開

催
日
や
時
間
帯
の
配
慮
と
と

も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
新
た
な
媒

体
で
の
募
集
等
、
市
民
の
皆

様
が
参
加
し
や
す
い
環
境
の

整
備
を
行
い
、
選
任
方
針
に

沿
っ
た
基
準
達
成
に
取
り
組

み
ま
す
。

の
キ
ャ
ン
セ
ル
受
付
等
が
主

な
も
の
で
す
。

　

市
職
員
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
へ
の
対
応
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

総
務
省
通
知
に
よ

り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

関
す
る
取
扱
い
が
示
さ
れ
て

お
り
、
接
種
等
に
要
す
る
時

間
に
つ
い
て
、
公
務
に
支
障

の
な
い
範
囲
で
職
務
専
念
義

務
を
免
除
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

副
作
用
に
つ
い
て
、
相

生
市
の
現
況
及
び
そ
の
対
策

を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
接
種
に
お

い
て
は
今
の
と
こ
ろ
報

告
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
が
、

医
療
従
事
者
の
接
種
の
際

に
、
四
名
の
副
反
応
の
疑
い

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
女
性
で
、
主
な
症
状

は
発
熱
、
全
身
倦
怠
感
等
で

あ
り
、
入
院
や
障
害
が
残
る

よ
う
な
重
い
症
状
は
な
く
、

接
種
を
行
っ
た
医
療
機
関
で

処
方
さ
れ
た
解
熱
剤
等
を
服

用
し
、
三
日
程
度
で
症
状
は

治
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
安
全
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
実
施
で
き
る
よ

う
、
市
医
師
会
や
医
療
機
関

と
連
携
し
、
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

問

答

答

答

問

問

問答

答

答

答

問

問

答 問

新型コロナウイルスワクチン
接種専用コールセンター

　新型コロナウイ
　ルス感染症につ
　いて

渡
わたなべ

邊　慎
し ん じ

治

①相生市地域創生
　総合戦略につい
　て
②相生市審議会等
　委員の選任つい
　て

前
まえかわ

川　郁
いくすけ

典

答
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　　【賛成　○　反対　× 】

議案等番号 議案等の名称

議決

結果

田
中　

政
幸

森
下　

髙
明

中
野　

有
彦

宮
艸　

真
木

土
井　

本
子

田
中　

秀
樹

前
川　

郁
典

後
田　

正
信

渡
邊　

慎
治

岩
崎　
　

修

楠
田　

道
雄

三
浦　

隆
利

大
川　

孝
之

角
石　

茂
美

6

月

定

例

会

議第２3 号
相生市税条例の一部を改正する条例の制定
について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
の
た
め
、
表
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
。

議第 24 号
相生市福祉医療費等助成条例等の一部を改
正する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 25 号
相生市手数料条例の一部を改正する条例の
制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 26 号 令和３年度相生市一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第１号

少人数学級の推進などの定数改善と義務教育
費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、
２０２２年度政府予算に係る意見書採択の要請
についての請願書

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意 見 書 案
第 １ 号

少人数学級の推進などの定数改善と義務教育
費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、
２０２２年度政府予算に係る意見書の提出につ
いて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 3 年第 3 回（6 月）定例会の議決結果議員別の賛否

【議員名は議席順です 】

 

民
生
建
設
常
任
委
員
会

　  （
五
月
二
十
四
日  

開
催
）

委
員
会
の
審
査
か
ら

　政務活動費とは、議員の調査研究その他の活動に資するために、必要な経費の一部として、会派（所属議員が１人の
場合を含む。）に対し議員１人あたり月額１万２千円が交付されるものです。
　なお、令和２年度は、市の新型コロナウイルス感染症対策経費の増加を見込み、すべての会派等で、政務活動費の半
年分（議員一人あたり７万２千円）は執行を見合わせることとしています。

令和２年度政務活動費執行状況　（令和２年４月分～令和３年３月分）

会派名等 会派人数等 交付額 支出額 残額（返還額）

輝相会 ８名 １, １５２，０００円 ２７０，417 円 ８８１，５８３円

公明党 ２名 ２８８，０００円 ０円 ２８８，０００円

緑風クラブ ２名 ２８８，０００円 ２０，３４４円 ２６７，６５６円

無会派（岩崎 　修） １名 １４４，０００円 ６０，１３８円 ８３，８６２円

無会派（田中 　政幸） １名 １４４，０００円 ０円 １４４，０００円

※詳しくは、市議会ホームページ（http://www.city.aioi.lg.jp/site/gikai/  ）でご覧いただけます。

「
市
民
病
院
の
管
理
運
営
等

に
つ
い
て
」

　

病
床
転
換
に
か
か
る

成
功
報
酬
は
、
令
和
元

年
度
、
令
和
二
年
度
で
そ
れ

ぞ
れ
ど
の
ぐ
ら
い
の
金
額

で
あ
っ
た
の
か
。

　

令

和

元

年

度

は

十
一
月
か
ら
三
月
の

五
カ
月
間
で
約
九
百
七
万

円
、
令
和
二
年
度
は
四
月

か
ら
十
月
の
七
カ
月
間
で

約
千
二
百
八
十
三
万
円
で

あ
り
、
入
院
収
益
の
増
収

は
約
八
千
四
百
万
円
で
あ

る
。　

成
功
報
酬
が
含
ま
れ

た
状
況
で
医
業
損
益
が

マ
イ
ナ
ス
九
百
一
万
七
千

円
と
い
う
こ
と
は
、
来
年
度

の
決
算
で
は
医
業
損
益
が

プ
ラ
ス
に
転
じ
る
と
い
う

予
想
に
な
る
の
か
。

　

令
和
二
年
度
の
収
支

状
況
で
あ
れ
ば
医
業

収
益
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
る

可
能
性
は
あ
る
と
思
う
が
、

入
院
患
者
の
状
況
や
医
療

の
状
況
は
変
化
す
る
た
め
、

ど
れ
だ
け
入
院
収
益
を
確

問答問答
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保
で
き
る
か
と
い
う
と
こ
ろ

が
課
題
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。　

地
域
包
括
ケ
ア
病
床

は
二
十
八
床
で
あ
り
、

満
床
と
な
っ
た
場
合
、
理

学
療
法
士
の
数
は
足
り
る
の

か
。　

入
院
患
者
全
員
に
リ

ハ
ビ
リ
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
も
、
理
学
療
法
士

三
名
で
サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
人
数
は
充
足
し
て
い
る
。

「
防
災
に
つ
い
て
」

　

防
災
情
報
一
斉
送
信

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

現
在
の
登
録
者
数
は
何
人

か
。　

五
月
二
十
一
日
時
点

の
登
録
者
数
は
、
メ
ー

ル
登
録
が
八
百
四
件
、
電
話

登
録
が
十
五
件
と
な
っ
て
い

る
。　

防
災
行
政
無
線
が
、

聞
き
取
り
に
く
い
方

が
、
防
災
情
報
一
斉
送
信

サ
ー
ビ
ス
に
登
録
し
た
と
思

わ
れ
る
が
、
防
災
行
政
無
線

を
設
置
し
た
際
に
、
想
定
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

　
◇
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の

　

定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

　

庫
負
担
制
度
二
分
の
一
復
元

　

を
は
か
る
た
め
の
、
二
〇
二
二

　

年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見

　

書
採
択
の
要
請
に
つ
い
て
の

　

請
願
書

　

六
月
議
会
で
次
の
意
見
書

が
可
決
さ
れ
、
直
ち
に
関
係

機
関
へ
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

◇
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の

　

定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

　

庫
負
担
制
度
二
分
の
一
復
元

　

を
は
か
る
た
め
の
、
二
〇
二
二

　

年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見

　

書

　

防
災
行
政
無
線
は
、

伝
達
調
査
を
行
っ
た
上

で
設
置
し
て
い
る
が
、
屋
外

の
伝
達
調
査
だ
け
で
は
個

別
の
聞
き
取
り
に
く
さ
や
、

様
々
な
要
因
ま
で
は
加
味
で

き
な
か
っ
た
。

　

防
災
訓
練
に
関
し

て
、
各
自
治
会
に
お
け

る
図
上
訓
練
の
近
年
の
実

施
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。　

平
成
二
十
四
年
か
ら

二
十
六
年
で
実
施
し
て

い
る
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
も
あ
り
実
施
を
控
え
た
経

緯
が
あ
る
。
図
上
訓
練
に
関

し
て
は
非
常
に
有
効
で
あ
る

と
考
え
る
の
で
、
コ
ロ
ナ
対

策
に
目
処
が
た
っ
た
段
階
で

実
施
し
た
い
。

　

防
災
備
蓄
に
つ
い

て
、
現
在
の
マ
ス
ク
や

消
毒
液
な
ど
の
備
蓄
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

マ
ス
ク
が
十
六
万 

四
千
枚
、
消
毒
液
は

手
指
消
毒
用
四
百
六
十
五

リ
ッ
ト
ル
、
施
設
消
毒
用

五
百
五
十
リ
ッ
ト
ル
、
感
染

防
止
手
袋
一
万
二
千
八
百

枚
、
防
護
服
三
百
着
と
な
っ

て
い
る
。

 

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　 （
五
月
二
十
五
日  

開
催
）

議会活動状況

●相生市議会だよりは再生紙を使用しています。

　

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　

定
に
つ
い
て

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交

付
の
手
数
料
に
係
る
規
定
を

削
除
す
る
も
の
で
す
。

◇
令
和
三
年
度
相
生
市
一
般

　

会
計
補
正
予
算

・
旧
市
民
会
館
解
体
工
事
に

係
る
事
業
費
、
及
び
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

の
支
給
に
か
か
る
事
業
費
等

で
す
。

◇
安
室
ダ
ム
水
道
用
水
供
給

　

企
業
団
議
会
議
員
に
つ
い

　

て
選
挙
を
行
い
、

　

土ど

い井
本も

と

こ子
、
角か

く
い
し石

茂し

げ

み美

　

各
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。
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　　16  本会議 再開
　　17  民生建設常任委員会
　　18  総務文教常任委員会
　　23  議会報編集委員会
　　24  本会議 閉会
　　　　議会報告会検討委員会
　　29  全国市議会議長会理事会（東京都）
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　　       （ＷＥＢ開催）
　　16  議会報編集委員会
　　20  議会報告会検討委員会

【
選
　
　
挙
】

【
採
　
　
択
】

意
　
見
　
書

請
願
の
審
査
結
果

【
予
　
　
算
】

六
月
議
会
で

　
　
決
ま
っ
た
こ
と

【
条
　
　
例
】

☆★☆議会を傍聴しませんか☆★☆

　次の定例会は、９月 8 日（水）から、
開催する予定です。
　本会議及び委員会の日程は、決まり次第、
相生市のホームページに掲載します。
　問合せ先：議会事務局 ☎２３ー７１２２
　▶ http://www.city.aioi.lg.jp/site/gikai/

◇
相
生
市
税
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　

つ
い
て

・
個
人
市
民
税
関
係
に
お
い

て
、
非
課
税
限
度
額
に
お
け

る
国
外
居
住
親
族
の
取
り
扱

い
の
見
直
し
、
及
び
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の

延
長
等
す
る
も
の
で
す
。

◇
相
生
市
福
祉
医
療
費
等
助

　

成
条
例
等
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

　

て

・
訪
問
看
護
療
養
費
を
助
成

の
対
象
に
追
加
等
す
る
も
の

で
す
。

◇
相
生
市
手
数
料
条
例
の
一

問答問答問

問 答答問答


